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バレーボールの大学男子トップレベルにおける戦術の動向に関する一考察 

横矢 勇一*，勝俣 康之*，田中 博史* 

A study on tactical trends in top level university men’s volleyball 

Yuichi YOKOYA*，Yasuyuki KATSUMATA*，Hiroshi TANAKA* 

Abstract
From the results of this study, there was a significant difference (p<0.05) between 2018 and 2022 in the number of 
back attacks, points, scoring rate, and number of bats for OH players. A significant difference (p<0.05) was observed 
between 2018 and 2022 in the score ratio of back attacks in the league as a whole and the score ratio of OH players. 
In 2018, only a significant positive correlation (r=0.708) was observed for the set rate and back attack of each team, 
but in 2022, each team's A significant positive correlation (r=0.798) was observed between the set rate and the goal 
scoring rate of the team as a whole, and a strong positive correlation (r=0.779) was also observed for the goal scoring 
rate of the OH players. A moderately significant correlation (r=0.684) was observed, and a moderately significant 
correlation (r=0.644) was also observed for OH players' back attack scores. This result suggests that it is necessary to 
pay attention to the back attack trends of OH players in terms of offensive tactics at the top level of university men's. 
In addition, in order to incorporate tactics according to the team situation, we believe that it is important to collect 
information in advance, such as the opponent's tactical tendency and the effective tactical pattern of the own team, 
and we were able to confirm the necessity of establishing the environment and system. 
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Ⅰ．緒 言

スポーツにおける戦術（tactics）とは，最も合理的（合

目的的かつ経済的）に目的を達成するために，対戦相手の

行動や状況に応じて自らの行動を調整し，個人でまたは味

方と協力して行う具体的，実践的な行為であり，その行為

を観察者の視点から説明するために構築された理論であり，

その行為を制御するために計画された構想である（日本コ

ーチング学会編， ）．また，スポーツにおける戦術力

とは，目の前の状況を個人でまたは味方と協力して合理的

に解決する実践的能力である（日本コーチング学会編，

）．スポーツにおいて，相手を上回る競技力を発揮す

るためには，①相手の攻撃および防御戦術に対して有効な

防御および攻撃戦術を選択できるか，②その戦術をどれだ

け高いレベルで習熟できるか，の２つが重要になり，相手

に対して最も有効な戦術を考え出せてもその習熟が低けれ

ば，また戦術の習熟が高くてもその戦術が相手に対して有

効でなければ，いずれも相手を上回る競技力を発揮するこ

とは期待できない（日本コーチング学会編， ）と述べ

ている．

攻防が対峙する球技種目での戦術は，主にボール保持の

有無によって攻撃戦術と防御戦術に分けられる．攻撃戦術

の主な狙いは得点することである．そのために，相手防御

選手の状況判断を誤らせたり，防御選手の行為を打ち破る

力強く，スピーディーで正確なプレーを遂行したりして，

防御ラインを破ること，数的有利な状況を作ることなどが

課題として設定される．一方，防御戦術の主な狙いは相手

のボール（攻撃権）を奪うことである．そのために，相手

攻撃選手の行為の可能性を制限したり，相手攻撃選手間の

連携を妨害したりして，防御ラインを破られないこと，数

的不利な状況を作らないこと，攻撃を中断または遅らせる

こと，反則やミスを誘発することなどが課題として設定さ

れる（日本コーチング学会編， ）．このような戦術の

発達を観察するのに，世界選手権やオリンピックは最高の

舞台である（Döbler，1989）．そこでは，既成の戦術がより

洗練されると同時に，それまでに見られなかった新たな戦

術が現われる（日本コーチング学会編， ）．

バレーボール競技でも４年に一度のオリンピックにおい




